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日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

G.G　練習 9:30～ 北堀公園 公文代・中西

民 謡 の 会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

3 土 藤城シルバーの集い 10：00～12：00

6 火 G.G　練習 9:30～ 北堀公園 上西・渡辺

7 水 伏見区老連GG大会 8:30～ 淀競馬場 大西

9 金 G.G　練習 9:30～ 北堀公園 岩崎・池田

11 日 雀友会練習 12：45～16：00 藤城の家よりみち 松　村

13 火 大西・瀬田

河本・田原

民 謡 の 会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

20 火 三宅・西川

23 金 坪内・中西

25 日 区民グラウンド・ゴルフ大会 8:30～ 横大路運動公園 野間・細川

27 火 野間・今川

30 金 藤井夫妻

31 土 ホールイン・ワン大会 9:30～11:30 万帖敷公園 大西・岩崎

G.G　練習 9:30～ 北堀公園

今月からＧＧの練習開始時間を9：30に戻します

G.G　練習 9:30～ 北堀公園

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　8　年　　10　月

2 金

G.G　練習 9:30～ 北堀公園

16 金

藤城小　体育館
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  お
知
ら
せ 

庶
務
部 

 

鈴
木 

美
恵
子 

９
月
１
５
日
（
火
）
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
に
て
、
す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
京
都
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
左
記
の
方
々
が
表
彰
の

栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。 

永
年
勤
続
表
彰 

中
部 

 
 

 

大
西
勝
彦
様 

活
動
表
彰
（伏
見
区
老
連
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
） 

西
部
‐
２ 

 

木
村
幸
男
様 

実
年
会
は
も
と
よ
り
、
地
域
あ
げ
て
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

南
座 

特
別
観
劇
会
の
ご
案
内 

庶
務
部 

 

鈴
木 

美
恵
子 

南
座
１
１
月
公
演 

爆
笑
喜
劇
「三
婆
」の
ご
案
内
で
す
。 

ご
希
望
の
方
は

月
５
日
ま
で
に
鈴
木
（
６
４
１-

０
７
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日 

時
：
11
月
６
日
（金
）
15
時

開
演 

11
月
13
日
（金
）
15
時

開
演 

11
月
17
日
（火
）
15
時

開
演 

11
月
18
日
（水
）
15
時

開
演 

※
各
日 

限
定
６
０
席
（
多
数
の
場
合
、
日
に
ち
の
変
更 

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

大西勝彦様 

木村幸男様 

申込日を選んで下さい 

いずれも一等席です。 

なだ万のお弁当・お茶付き 

金額 ６，500 円（税込） 

 （一般価格１４，０00 円） 
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日
帰
り
旅
行
の
ご
案
内 

行
事
部 

 

宮
杉 

曠 
こ
れ
ま
で
藤
城
連
合
実
年
会
で
は
、
バ
ス

を
貸
し
切
っ
て
日
帰
り
旅
行
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
参
加
者
が
少
な

く
、
実
年
会
単
独
で
の
旅
行
開
催
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
、
他
の
団
体
が
主
催
す
る

日
帰
り
旅
行
に
「
相
乗
り
」
し
て
参
加
す
る

方
法
を
試
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
伏
見
区
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
主
催
す
る
日
帰
り
旅
行
を
ご
案
内

し
ま
す
。 

「
旅
行
に
は
行
き
た
い
け
れ
ど
、
実
年
会

だ
け
で
は
人
数
が
…
…
」
と
い
う
方
も
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
一
緒
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
31
日
ま

で
に
、
旅
行
代
金
１
１
，
８
０
０
円
を
添
え

て
宮
杉
（０
９
０-

９
６
２
０-

９
７
１
９
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

参
加
希
望
者
を
実
年
会
で
取
り
ま
と
め
申
し
込
み
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

「相
乗
り
旅
行
」で
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

旅
行
日
：
11
月

日
（
水
） 
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【健康すこやか学級】 

 

     9月 7日（月）よりみちカフェにてすこやか茶話会 

  ｢京都ポイント、スマホにいれた？｣未だだったらお手伝いするよ～ 

  の声かけから始まった、ミニスマホ教室。10 時から 12 時の間で 

  好きな時間に参加してくれてお喋りを楽しみました。 

＊第１月曜日（10時-12時）カフェで茶話会しよう！次回は 10 月 5 日 

 

9月 10日（木）すこやかレクリエーション 

介護予防推進センター講師の嚥下強化レク。早口言葉は今流行の 

AIで作成したそう！難しいのよこれが・・・。後半レクは、団扇と 

お手玉を使いお隣へゲーム。足指鍛えよう手ぬぐい引っ張りっこ。 

指つりそう！！ボラ、必死になりすぎ（笑） 

 

9月 17日（木） 京都老人ホームにて基本型すこやか 

雨続きで心配していたけれど、流石すこやか！晴れました～。 

今回は小さなタイルを使って｢コースター作り｣唯一無二の作品が 

出来ました。秋の行楽弁当を楽しみ、午後はタワーゲームで盛り 

上がりました。最後は輪唱・・・上手くいったような、微妙な様な 

・・・笑って終わることが出来ました。 

次回の京老は 3 月です。お楽しみにィ～(*^o^*) 

     
   

10月の開催日 8日・15日 
問合せ・申込：090-6915-9781 諸藤 
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これからの主な行事予定 

ご都合がつけば、ぜひ参加して、一緒に楽しみましょう！ 

地域では、これから楽しい行事が続きます。見るだけでも楽しい、応援するだけでも

楽しい、そして思い切って自ら参加すれば、もっと楽しい！ お友達やご近所の方も

誘って、ぜひご参加ください。 

 

■ 深草ふれあいプラザ２０２６（主催：深草ふれあい事業実行委員会） 

10月 18日（日）午前 10時 30分～午後 2時 30分  

場所：藤森神社境内、藤の森公園 

グルメコーナー、お楽しみコーナー、 

ステージコーナー、お楽しみ抽選会など 

めっちゃ楽しいこと盛りだくさん。 

藤城体育振興会も「ヤキソバ」をやっているよ。 

 

■ 第 2回藤城あおぞらカフェ（主催：藤城あおぞらカフェ実行委員会） 

10月 31日（土）午前 9時 30分～11時 30分 場所：万帖敷公園 

いろいろなコーナーを準備中です。 

ぜひ、覗いてみて下さい。 

 

 

 

 

 

「応援して楽しむ」「参加して楽しむ」――秋の行事を通じて、元気に、楽しく、地域の輪を

広げましょう！ 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

 ７月は猛暑、８月も猛暑、一転して９月は気温が下がったものの連日の雨。今年は台風の発生

　も多く、また日本各地で線状降水帯が発生し水害による被害が報道されるなど何十年も生きて

 きた私たちにもあまり覚えのない夏でした。 部員の皆さんの中にもこのような気候で体調を崩さ

 れた方がおられるかもしれません。 やっと１０月になり、好天の日が続くことを願うばかりです。

日々の練習に、また外部大会での活動に、スポーツの秋を楽しみましょう。

当面の行事予定（決定分）

　　＊ １０月３１日（土）に第２回カフェふじしろが開催されます。場所は前回と同じ万帖敷公園が予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されています。　私達のクラブも前回と同じくホールインワン大会の開催を予定しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集合時間等は後日、練習時の朝礼やグループLINEでお知らせします。　部員の皆さんの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　１０月７日（水）に伏見区老人クラブ連合会主催秋季グラウンド・ゴルフ大会が開催され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。出場の方の優勝、上位入賞を期待しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　１０月２５日（日）に横大路運動公園にて伏見区体育振興会連合会主催　伏見区民グラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウンド・ゴルフ大会が開催されます。藤城からは２チームで参加します。選手の皆さんは

　　　　　　　　　　　　　　　頑張ってください。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ １１月１５日（日）に西京極運動公園にて京都市スポーツフェスティバル（京都市体育振興

　　　会連合会主催）が開催され、当部も藤城代表として参加します。選手に選ばれた方のご健闘を

　　　期待しています。

◎　お知らせ

　　　　　１０月から練習開始時間は９時半になります。当番の方よろしくお願いします。

令和８年７月　グラウンド・ゴルフ成績表

　　男性　 女性

開催日 参加者 平均スコア H-1                                                                 ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

計０日

気温３５度以上の予想のため８月は練習はできませんでした
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グラウンド・ゴルフワンポイントレッスン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　坪内副部長にお聞きしました。（文責は岩崎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質問）経験１年程度の初心者です。ホールポストから１メートルくらいの場所から打ったときに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①すこしだけ出てしまうことがありますて②加減しすぎて手前で止まってしまいますⓈポストの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円周部分にあたって横に流れてしまいます。これらについてアドバイスをお願いします。

（アドバイス）

　　　　　　　　　　　質問①および⓶について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これはクラブを短めに持って、ゆっくりとやさしくヘッドをホールポストの中心に向けて頭を動か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さないようにして打ってください。なお、ボールがクラブヘッドの横幅の長さより近い場所にある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ときは先に打つ必要がありますが、それ以外は先に打つ必要はありません。自分の打つ順番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで待って、落ち着いて打つようにしてください。

　　　　質問⓷について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この場合はホールポストの芯を狙って①⓶と同じ要領で少しだけ強めに打つようにしたら良い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思います。角度によってはホールポストの縦の枠で止めるように打つのも一方法です。↙

 マナーについて

                                    よく、ホールポストの縦枠の真ん中にピタリと
引っ付いてしまうことがあると思います。この場

                          　　　　　 合はマナーとして横に出して（もちろん１打となり

ます）から打つようにしてください。「お先に」の声

掛けをお忘れなく。（下写真左）

なお、股の間から打つのはルール違反になりま
すので注意してください。（下写真右）
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  一
人
暮
ら
し
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る 

～
身
の
回
り
の
支
援
か
ら
、
安
心
し
て
楽
し
む
旅
ま
で
～ 

京
都
市
で
も
増
え
る
「一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
」 

  
 
 

ス
ガ
マ
行
政
書
士
事
務
所 

 

須
釜 

豊 

「
今
は
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
先
も
こ
の
ま
ま
で
大
丈

夫
だ
ろ
う
か
」 

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
不
安
を
感
じ
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

京
都
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
国
勢
調
査
時
点
で
、
京
都
市

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
は

．１

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ

４
人
に
１
人
で
す
。 

さ
ら
に
、
京
都
市
が
令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
に
実
施
し
た
「
す

こ
や
か
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
回
答
し
た
高
齢
者
の

．８

％
が
一
人
暮

ら
し
で
し
た
。
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
高
く
な
り
、

歳
以
上
で
は

．
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
人
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
う

ち
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に
生
活
で
き
る
と
い
う
良
さ
が
あ
り
ま

す
。 

 

「
今
後
、
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
ほ
し
い
」と
思
っ
た
ら 

こ
う
し
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
の
一
つ
に
、
「
高
齢

者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。 

事
業
者
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、
買
い
物
や
通
院

の
付
き
添
い
、
入
退
院
時
の
支
援
、
緊
急
時
の
対
応
、
施
設
入
居
時
の
身

元
保
証
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
亡
く
な
っ
た
後
の
葬
儀
や
納
骨
、
行
政
機
関
へ
の
届
出
、
家

財
の
処
分
な
ど
の
「死
後
事
務
」
ま
で
依
頼
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
家
族
や
親
族
が
担
っ
て
き
た
役
割
の
一
部
を
、
契

約
に
よ
っ
て
専
門
の
事
業
者
な
ど
に
お
願
い
す
る
方
法
で
す
。 

た
だ
し
、
「
終
身
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
て
も
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
料
金
は
事
業
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

「ど
こ
ま
で
対
応
し
て
く
れ
る
の
か
」
「
緊
急
時
は
夜
間
や
休
日
で
も
対

応
し
て
く
れ
る
の
か
」
「
費
用
は
い
く
ら
か
」
「
預
け
た
お
金
は
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
る
の
か
」「
途
中
で
解
約
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
を
契

約
前
に
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ま
た
、
将
来
、
自
分
で
契
約
や
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
場
合
に
備
え
て
任
意
後
見
契
約
を
結
ん
だ
り
、
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と

に
つ
い
て
死
後
事
務
委
任
契
約
や
遺
言
を
準
備
し
た
り
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
に
、
「
誰
に
、
何
を
、
ど
こ
ま
で
お
願
い
す
る
の
か
」

を
決
め
て
お
く
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。 
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備
え
る
こ
と
は
「
楽
し
む
こ
と
」に
も
つ
な
が
り
ま
す 

高
齢
期
の
備
え
と
い
う
と
、
介
護
、
入
院
、
相
続
な
ど
、
ど
う
し
て
も
心

配
事
の
話
ば
か
り
に
な
り
が
ち
で
す
。 

し
か
し
、
将
来
に
備
え
る
本
当
の
目
的
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
安
心
し

て
楽
し
む
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
一
つ
が
「旅
行
」
で
す
。 

「
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
か
ら
旅
行
は
無
理
」 

「
車
い
す
を
使
っ
て
い
る
か
ら
温
泉
に
は
行
け
な
い
」 

「
一
人
で
は
何
か
あ
っ
た
と
き
が
不
安
」 

そ
う
思
っ
て
、
旅
行
を
諦
め
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 現

在
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
移
動
や
宿
泊
に
配
慮
が
必

要
な
方
で
も
旅
行
を
楽
し
め
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
」
や
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

段
差
の
少
な
い
宿
泊
施
設
や
車
い
す
対
応
の
客
室
、
貸
出
用
車
い
す
、
介

助
者
の
手
配
な
ど
、
身
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
旅
行
を
計
画
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

大
切
な
の
は
、
「
も
う
行
け
な
い
」
と
最
初
か
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
す
れ
ば
行
け
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。 

行
き
た
い
場
所
や
身
体
の
状
態
を
事
前
に
旅
行
会
社
や
宿
泊
施
設
へ
伝

え
、
移
動
、
食
事
、
入
浴
、
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
て
お
け
ば
、
旅
行

で
き
る
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。 

 

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
老
後
へ 

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
老
後
へ 

年
齢
を
重
ね
て
も
、
何
も
か
も
自
分
一
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

買
い
物
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
病
院
に
付
き
添
っ
て
も
ら
う
。
も
し
も
の

と
き
に
連
絡
し
て
も
ら
え
る
人
を
決
め
て
お
く
。
そ
し
て
、
行
き
た
か
っ
た

場
所
へ
旅
行
す
る
。
必
要
な
と
こ
ろ
で
人
や
制
度
の
力
を
借
り
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
人
暮
ら
し
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す 

「
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
今
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

暮
ら
し
た
い
の
か
を
考
え
る
よ
い
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

備
え
る
こ
と
は
、
人
生
を
制
限
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
、
楽
し
む
た
め
の
準
備
な
の

で
す
。 

必
要
な
と
こ
ろ
で
人
や
制
度
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
暮

ら
し
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

備
え
る
こ
と
は
、
人
生
を
制
限
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
、
楽
し
む
た
め
の
準
備
な
の

で
す
。 
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  笑
い
を
求
め
て 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

ノ
ー
マ
ン
・カ
ズ
ン
ズ
と
い
う
学
者
を
ご
存
じ
で
す
か
。
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
で
す
。
彼
は
１
１
歳
の
時
、
結
核
と
誤
診

さ
れ
て
療
養
所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
運
動
神
経
が

よ
く
、
少
年
の
頃
は
活
力
を
発
見
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
４

９
歳
の
時
、
膠
原
病
を
発
症
し
、
そ
れ
と
闘
い
な
が
ら
そ
の
後
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
精
神
医
学
の
非
常
勤
の
教
授
に
な
っ
た
。 

少
し
身
体
を
動
か
す
だ
け
で
も
苦
痛
を
と
も
な
っ
た
。
夜
も
眠

れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
病
気
が
不
幸
な
考
え
方
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
病
は
幸
福
な
考
え
や
笑
い
で
治
癒
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。 

一
日
の
中
で
、
１
０
分
間
思
い
き
り
笑
え
ば
、
夜
に
２
時
間 

苦

痛
か
ら
解
放
さ
れ
、
熟
睡
で
き
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
後
、

彼
は
病
院
を
去
っ
て
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
テ
レ
ビ
で
お
笑
い
番
組

を
見
て
、
面
白
い
本
を
読
み
、
疲
れ
る
と
眠
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

３
週
間
で
回
復
し
プ
エ
ル
ト
リ
コ
に
旅
行
に
行
き
、
海
岸
で
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
２
～
３
か
月
で
仕
事
に
戻
る
こ
と

が
で
き
た
。
病
気
の
治
療
に
「笑
い
」を
取
り
入
れ
て
成
功
し
た
の

で
す
。 

随
分
と
昔
の
話
で
す
が
、
私
は
桂
枝
雀
の
落
語
を
聴
く
の
が
大

き
な
楽
し
み
だ
っ
た
。
家
で
も
、
山
で
も
何
度
も
聴
い
た
。
英
語
落 

語
は
よ
く
山
を
歩
き
な
が
ら
聴
い
た
記
憶
が
あ
る
。
「愛
宕
山
」

「
動
物
園
」な
ど
何
度
も
聴
い
た
。 

英
語
落
語
を
研
究
し
て
い
る
大
学
ま
で
英
語
落
語
を
聴
き
に

行
っ
た
こ
と
も
。
近
隣
に
お
住
ま
い
の
大
学
教
授
の
方
に
誘
わ
れ

て
の
事
で
し
た
。
ま
た
島
本
町
で
一
緒
に
英
語
ガ
イ
ド
の
勉
強
を

し
て
い
る
婦
人
が
英
語
で
「
動
物
園
」
を
演
じ
ら
れ
た
。
上
手
な
英

語
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
堂
々
と
発
表
さ

れ
る
姿
に
感
動
し
た
の
で
す
。 

そ
し
て
数
か
月
前
、
芦
屋
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
い
う
所
で
再
び

英
語
落
語
を
聴
い
た
。
あ
る
ご
婦
人
が
英
語
を
勉
強
し
始
め
て
た

っ
た
１
年
で
英
語
落
語
を
発
表
さ
れ
た
、
途
中
で
台
詞
を
忘
れ
て

も
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
最
後
ま
で
演
じ
切
る
そ
の
姿
に
感
動
し
、

私
も
決
心
し
た
。 

再
び
芦
屋
ま
で
脚
を
運
ん
だ
。
月
に
一
度
英
語
落
語
の
稽
古
を

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
練
習
を
見
学
に
行
っ
た
。
そ
の
ク
ラ
ブ
の
リ

ー
ダ
ー
か
ら
何
度
も
連
絡
が
入
り
、
是
非
見
学
に
き
て
欲
し
い
と

誘
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
職
場
で
仕
事
を
終
え
、
自
転
車
で
Ｊ
Ｒ

藤
森
駅
ま
で
急
い
だ
。
午
後
１
時
発
の
電
車
は
何
故
か
、
高
校
生

で
混
雑
し
て
い
た
。
京
都
駅
経
由
で
芦
屋
駅
に
到
着
し
た
の
が
２

時
前
だ
っ
た
。
京
都
駅
か
ら
芦
屋
ま
で
新
快
速
で
４
８
分
。
９
両

編
成
で
大
勢
の
乗
客
を
こ
ん
な
に
短
時
間
で
遠
く
ま
で
運
ん
で
く

れ
る
電
車
と
い
う
乗
り
物
の
凄
さ
を
感
じ
た
。 

芦
屋
駅
を
降
り
る
と
と
て
も
お
洒
落
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
雑
貨
屋 
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は
最
高
だ
っ
た
。
３
人
で
笑
い
な
が
ら
、
舌
が
と
ろ
け
る
よ
う
な

美
味
な
料
理
を
味
わ
っ
た
。 

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
笑
い
な
が
ら
話
を
す
る
。
こ

ん
な
時
間
っ
て
、
本
当
に
楽
し
い
。
あ
っ
と
い
う
間
に
、
時
間
は
過

ぎ
た
。
良
い
人
と
の
出
逢
い
に
感
謝
し
た
。
家
族
の
話
。
仕
事
の

話
。
落
語
と
の
出
逢
い
。
過
去
か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
楽
し
い
話

を
話
し
、
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
幸
せ
っ
て
、
こ
の
様
な
何
気
な
い

日
常
の
中
に
、
瞬
間
、
瞬
間
に
感
じ
る
も
の
な
ん
だ
と
改
め
て
思

っ
た
。 

芦
屋
で
の
英
語
落
語
の
発
表
会
は
３
月
１
４
日
と
決
ま
っ
た
。

私
は
「動
物
園
」と
い
う
演
目
を
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

芦
屋
市
の
市
長
さ
ん
も
招
待
す
る
予
定
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
毎
月
芦
屋
ま
で
電
車
で
通
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た

あ
ら
た
な
目
標
が
で
き
た
。 

人
生
に
は
、
ほ
ん
と
に
楽
し
い
こ
と
が
溢
れ
て
い
る
。
自
分
が

心
か
ら
楽
し
ん
だ
こ
と
、
経
験
を
人
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
沢
山
の
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
を
見
つ
け
て
、
人
生

を
楽
し
ん
で
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

な
ど
が
沢
山
並
ん
で
い
た
。
帰
り
に
ど
の
店
で
夕
食
を
し
よ
う
か

な
と
、
楽
し
み
が
で
き
た
。 

芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
お
稽
古
の
部
屋
に
入
る
や
、
歓

迎
さ
れ
た
。
高
齢
の
ご
婦
人
が
５
～
６
人
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
椅

子
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
。
英
語
の
台
詞
を
見
な
が
ら
の
お
稽
古
を

見
学
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
ら
れ

た
。 そ

の
後
、
私
の
自
己
紹
介
の
番
と
な
っ
た
。
私
が
桃
山
城
の
近

く
に
住
み
、
京
都
の
低
山
を
歩
き
、
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
こ
と
等
を

話
し
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
各
人
が
英
語
落
語
を
始
め
る
い

き
さ
つ
や
、
自
分
の
趣
味
な
ど
の
話
で
、
盛
り
上
が
り
、
あ
ま
り
落

語
の
お
稽
古
の
時
間
は
な
か
っ
た
。 

細
か
い
話
は
も
う
思
い
出
せ
な
い
け
れ
ど
、
始
終
笑
い
が
絶
え

な
か
っ
た
。
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。
そ
し
て
帰
り
際

に
、
夕
食
に
誘
わ
れ
た
。 

滋
賀
県
か
ら
自
家
用
車
で
来
ら
れ
て
い
た
方
に
レ
ス
ト
ラ
ン
ま

で
運
ん
で
も
ら
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
私
に
何
度
も
メ
ー
ル
を

送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
婦
人
と
、
運
転
手
の
婦
人
と
私
と
で
、
焼
き
鳥

屋
を
見
つ
け
て
店
に
入
っ
た
。
「お
し
ど
り
」と
い
う
名
前
の
炭
火

焼
焼
き
鳥
の
お
店
だ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
席
が
４
つ
、
あ
と
は
カ
ウ
ン

タ
ー
の
み
の
小
さ
な
お
店
だ
っ
た
。 

雰
囲
気
も
良
く
、
流
石
に
炭
火
焼
と
あ
っ
て
ど
の
焼
き
鳥
も
味 
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  【

月
！ 

秋
を
快
適
に 

過
ご
す
方
法
を
教
え
ま
す
♫
】 

 

   

朝
夕
の
心
地
よ
い
風
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。 

猛
暑
が
続
い
た
長
い
夏
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
過
ご
し
や
す
い

日
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
実
年
会
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

「
や
っ
と
涼
し
く
な
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
」
と
い
う
安
堵
の
一
方
で
、

「な
ん
と
な
く
身
体
が
だ
る
い
」「朝
ス
ッ
キ
リ
起
き
ら
れ
な
い
」「肩

こ
り
や
頭
痛
が
強
く
な
っ
て
き
た
」と
い
っ
た
お
声
も
増
え
て
い
ま

す
。 今

月
号
で
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
知
っ
て
お
き
た
い
身
体
の
ケ

ア
方
法
か
ら
、
心
躍
る
地
元
の
話
題
、
そ
し
て
健
康
長
寿
の
た
め
の

運
動
の
秘
訣
ま
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
！ 

 

 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

 
 
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 

１
． 

月
に
起
き
や
す
い
「秋
バ
テ
・
自
律
神
経
の
乱
れ
」に
ご
用

心 月
は
、
日
中
の
暖
か
さ
と
朝
晩
の
冷
え
込
み
に
よ
る
「寒
暖

差
」が
最
も
大
き
く
な
る
時
期
で
す
。 

人
間
の
身
体
は
、
体
温
や
血
流
、
内
臓
の
働
き
を
常
に
一
定
に

保
つ
た
め
に
自
律
神
経
が

時
間
休
ま
ず
働
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
日
の
気
温
差
が
７
度
以
上
に
な
る
と
、
自
律
神
経
は
体
温

調
節
の
た
め
に
過
剰
に
フ
ル
稼
働
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
激
し
く
消

耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
秋
バ
テ
」
の
正
体
で

す
。 ・全

身
の
倦
怠
感
、
疲
れ
が
抜
け
な
い
。 

・夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
る
、
眠
り
が
浅
い
。 

・手
足
の
先
が
冷
え
る
、
お
腹
の
調
子
が
崩
れ
や
す
い
。 

・首
や
肩
の
頑
固
な
コ
リ
、
ズ
キ
ズ
キ
す
る
頭
痛
。 

・気
分
の
落
ち
込
み
や
集
中
力
の
低
下
。 

「季
節
の
変
わ
り
目
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
我
慢
せ
ず
、
早
め
に

対
策
を
講
じ
て
身
体
を
労
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 ２
． 

旬
を
味
わ
い
整
え
る
！ 

「秋
の
食
材
」で
自
律
神
経
ケ
ア 

東
洋
医
学
で
は
「医
食
同
源
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
食

卓
は
最
良
の
お
薬
に
な
り
ま
す
。
特
に
実
り
豊
か
な
秋
の
旬
の
食

材
に
は
、
夏
の
疲
労
を
癒
し
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

た
め
の
栄
養
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 
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３
． 

私
が
愛
す
る
「京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
」
も
上
昇
傾
向
！
？ 

熱

い
応
援
を
！ 

さ
て
、
秋
と
い
え
ば
「ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」で
も
あ
り
ま
す
！ 

院
長
の
私
が
熱
烈
に
応
援
し
て
い
る
我
ら
が
地
元
ク
ラ
ブ
「京
都

サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
」。
シ
ー
ズ
ン
前
半
の
苦
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
粘
り
強
い
戦
い
で
見
事
に
復
調
し
、
現
在
グ
ン

グ
ン
と
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
ま
す
！ 

ス
タ
ジ
ア
ム
に
響
き
渡
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
強
い
手
拍
子
と
歓

声
、
ピ
ッ
チ
を
縦
横
無
尽
に
走
り
抜
け
る
選
手
た
ち
の
気
迫
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
を
見
て
い
る
と
、
自
然
と
胸
が
熱
く
な
り
、
こ
ち
ら
ま
で

身
体
の
底
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

地
元
・京
都
の
チ
ー
ム
が
ひ
た
む
き
に
勝
利
を
目
指
し
て
戦
う
姿

は
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
勇
気
と
活
力
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。 

「最
近
あ
ま
り
サ
ッ
カ
ー
を
観
て
い
な
い
な
」と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ

テ
レ
ビ
中
継
や
ニ
ュ
ー
ス
で
京
都
サ
ン
ガ
の
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
足
を
運
ん
で
生
で
観
戦
す

る
の
も
最
高
の
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
よ
！ 

紫
の
勇
者
た
ち
の
勝
利
を
願
い
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
京
都

の
街
か
ら
熱
い
エ
ー
ル
を
届
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

紫
魂
で
勝
ち

点
を
積
み
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

① 
キ
ノ
コ
類
（椎
茸
、
舞
茸
、
し
め
じ
な
ど
） 

キ
ノ
コ
類
に
は
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
食
物
繊
維
と
、
骨
の
健
康

や
免
疫
力
維
持
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
D
が
豊
富
で
す
。
腸
と

脳
は
「腸
脳
相
関
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
密
接
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
腸

内
環
境
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
自
律
神
経
の
安
定
と
良
質
な
睡
眠

へ
直
結
し
ま
す
。
温
か
い
キ
ノ
コ
汁
や
お
鍋
な
ど
で
た
っ
ぷ
り
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。 

② 

根
菜
類
（
さ
つ
ま
い
も
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ご
ぼ
う
、
レ
ン
コ
ン
） 

大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
た
根
菜
類
は
、
身
体
を
芯

か
ら
温
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
神
経
の
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
、
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
ビ
タ
ミ
ン
C
や
各
種
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊

富
で
す
。
甘
み
の
あ
る
煮
物
や
蒸
し
料
理
に
す
る
こ
と
で
、
胃
腸
に

も
優
し
く
栄
養
を
補
給
で
き
ま
す
。 

③ 

青
魚
（秋
刀
魚
、
鯖
） 

秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
あ
る
秋
刀
魚
や
鯖
に
は
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
と
い
っ
た
良
質
な
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
末
梢
の
血
流
を
促
す
と
と

も
に
、
脳
の
神
経
細
胞
を
保
護
し
、
自
律
神
経
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
す
。 

旬
の
も
の
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
自
体
が
五
感
を
刺
激
し

て
心
を
前
向
き
に
し
、
副
交
感
神
経
を
優
位
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
毎
日
の
食
卓
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 
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４
． 
運
動
の
秋
！ 

「心
拍
数
を
上
げ
る
こ
と
」が
健
康
寿
命
延

伸
の
カ
ギ 

涼
し
く
な
っ
た
こ
の
時
期
は
、
身
体
を
動
か
す
の
に
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。 

実
年
会
世
代
の
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
、
い
ま
世
界
的
な
医
学

・運
動
科
学
の
分
野
で
強
く
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
軽
く
心
拍

数
を
上
げ
る
運
動
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
決
定
的
な
役
割
を
果

た
す
」と
い
う
事
実
で
す
。 

健
康
維
持
の
た
め
に
「毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
」と
い

う
素
晴
ら
し
い
習
慣
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
も
血
流
改
善
に
効
果
的
で
す
が
、
さ
ら
に
一
歩

進
ん
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
「ほ
ん
の
少
し
息
が
弾

み
、
脈
が
速
く
な
る
時
間
」を
作
る
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。 

心
拍
数
が
適
度
に
上
が
る
（や
や
キ
ツ
い
と
感
じ
る
程
度
）運
動

を
行
う
と
、
以
下
の
よ
う
な
劇
的
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 

・心
肺
機
能
の
強
化
：心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
量
が
増

え
、
血
管
の
柔
軟
性
が
保
た
れ
ま
す
。 

・ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
活
性
化
：細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
工
場

が
増
加
し
、
疲
れ
に
く
い
若
々
し
い
身
体
に
な
り
ま
す
。 

・脳
の
活
性
化
：脳
の
血
流
が
増
加
し
、
記
憶
や
認
知
機
能
を
司

る
海
馬
を
刺
激
し
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
「い
つ
も
の
お
散
歩
の
中
で
、
電
信
柱
２
本
分
だ 

け
早
歩
き
を
す
る
」「安
全
な
場
所
で
少
し
大
股
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

歩
い
て
み
る
」と
い
っ
た
、
日
常
の
延
長
で
で
き
る
メ
リ
ハ
リ
運
動

が
お
す
す
め
で
す
。 

ま
た
来
月
を
お
楽
し
み
に
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

院
長 

清
水
友
浩 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
見
く
び
る
な 
賞
味
期
限
は 

切
れ
と
ら
ん 

ぼ
ん
太
（
福
岡
県
、
48

歳
、
男
性) 

・
赤
い
糸 

夫
居
ぬ
間
に 
そ
っ
と
切
る  

大
垣
久
美
子
（
香
川
県
、
52

歳
、
女
性) 

・
家
事
お
ぼ
え 

妻
の
手
抜
き
が 
見
え
て
く
る 

小
畑
和
裕
（
東
京
都
、
56

歳
、
男
性) 

 

・
お
い
！
お
ま
え
！ 

い
つ
し
か
妻
の 
名
を
忘
れ 

佐
藤
優
子
（
宮
城
県
、
48

歳
、
女
性) 

・
あ
れ
は
そ
こ 

そ
れ
は
あ
そ
こ
に 

ち
ゃ
ん
と
あ
る 

渡
辺
絹
子
（
新
潟
県
、
60

歳
、
女
性)

） 

・
忘
れ
も
の 

と
り
に
戻
れ
ば 

又
忘
れ 

石
黒
栄
子
（
富
山
県
、
70

歳
、
女
性) 

・
旅
行
好
き 

行
っ
て
な
い
の
は 

冥
土
だ
け 

戸
張
伸
子
（
東
京
都
、
51

歳
、
女
性) 

・
資
産
家
は 

最
期
に
親
戚 

ド
ッ
と
増
え 

 

宮
川
孝
志
（
埼
玉
県
、
62

歳
、
男
性) 

・
年
賀
状 

書
か
ね
ば
あ
の
世
と 

う
わ
さ
さ
れ 

城
冬
桜
子
（
東
京
都
、
48

歳
、
女
性)

） 

・
カ
ル
チ
ャ
ー
に 

先
輩
顔
の 

妻
が
い
る 

山
田
俊
子
（
愛
知
県
・
68

歳
、
女
性)) 

15 
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貴
方
に
オ
ス
ス
メ
！ 

寝
る
前
の
幸
せ
感
謝
日
記 

      

「
幸
せ
と
は
、
土
曜
日
の
夜
七
時
に
家
族
揃
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
る
こ
と
。
」
平
成
の
中
頃
に
出
版
さ
れ
た
、
あ
る
本
の
中
に
そ
う
書

い
て
あ
っ
た
。
今
改
め
て
読
み
直
し
て
み
る
と
「
昭
和
の
幸
せ
」
は
確
か

に
そ
う
だ
っ
た
な
ぁ
… 

こ
の
感
覚
っ
て
多
分
今
の
四
十
代
以
下
に
は
な

か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
ね
（笑
） 

昭
和
の
時
代
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
を
見
て
い
た
ら
「
そ
ん
な
テ
レ
ビ

見
て
い
た
ら
ア
ホ
ん
な
る
！ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ろ
！
」
と
怒
鳴

ら
れ
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
（
笑
） 

平
成
の
中
頃
で
は
昭
和
の
価
値
観
が

ま
だ
息
づ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
返
し
ま
す
。 

時
は
経
ち
、
令
和
の
我
が
家
の
土
曜
日
の
夜
は
家
族
三
人
が
揃
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
食
事
が
終
わ
れ
ば
三
人
が
三
人
と
も
ス
マ
ホ
を
い
じ

り
、
違
う

Y
o

u
T

u
b

e

を
見
て
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
の
が
現
実

で
す
。
そ
し
て
子
供
に
は
「
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
見
て
も
良
い
け
ど
信
じ
る

な
！ 

オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
ぼ
左
！ 

で
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
正
し
い

こ
と
を
言
う
こ
と
も
あ
る
。
接
す
る
な
ら
疑
っ
て
か
か
れ
！ 

ま
た
、
こ 

う
い
っ
た
お
父
さ
ん
の
意
見
も
鵜
呑
み
に
す
る
な
！
」
と
怒
鳴
っ
て
い
ま

す
（
笑
） 

ま
ぁ
こ
れ
は
こ
れ
で
幸
せ
で
す
が
。
つ
く
づ
く
価
値
観
っ
て
変

化
し
て
い
く
も
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
諸
行
無
常
っ
て
ヤ
ツ
で
す

ね
。 幸

せ
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
初
め
て
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
時
、
人
並
み
の

幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
今
で
は
「
当
た
り
前
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ス
マ

ホ
を
買
い
換
え
て
も
大
し
た
喜
び
を
持
た
な
い
私
が
い
ま
す
。
幸
せ
を

感
じ
る
ハ
ー
ド
ル
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
人
と
会
話
し
て
い
る
中

で
「
平
成
の
子
供
っ
て
凄
い
よ
な
！ 

生
ま
れ
た
時
か
ら
ス
マ
ホ
が
あ
る

ん
だ
か
ら
！
」
っ
て
言
っ
て
い
た
の
が
、
今
じ
ゃ
「
令
和
の
子
供
っ
て
凄
い

よ
な
！ 

生
ま
れ
た
時
か
ら
Ａ
Ｉ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
！
」
っ
て
い
う
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
の
時
代
な
ら
「
与
え
ら
れ
た
問
い
に
正
解
す
る
こ
と
」
「
先
生
の

指
示
に
従
う
こ
と
」
「
決
め
ら
れ
た
課
題
を
こ
な
す
こ
と
」
が
評
価
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
学
校
で
あ
れ
職
場
で
あ
れ
、
指
示
を
受
け
て
正

確
に
処
理
す
る
人
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
教
育
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
で
き
る
人
は
一
定
の
幸
せ
を
得
ら
れ
る
時
代
で
し
た
。 

時
は
経
ち
令
和
の
時
代
は
「
指
示
を
受
け
て
正
確
に
処
理
す
る
」
の
は

Ａ
Ｉ
が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
Ａ
Ｉ
が
あ
る
子
供
が
成

長
し
て
い
く
中
で
何
が
最
も
大
切
な
価
値
な
の
か
？ 

何
を
幸
せ
と
感

じ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
Ｉ
は
二
十
四
時
間
休
む
こ
と
な
く
進

化
し
続
け
て
い
ま
す
。
私
も
毎
日
使
っ
て
い
る
の
で
、
便
利
だ
と
い
う
こ 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 
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と
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
Ａ
Ｉ
に
尋
ね
た
ら
す
ぐ
に
正
解
を
教

え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
時
代
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
人
は
幸
せ
に
な
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

人
の
悩
み
は
無
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

便

利
と
幸
せ
は
比
例
し
な
い
、
多
く
の
方
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
便
利
に
な
り
簡
単
に
多
く
の
人
と
繋
が
れ
る
世
の
中
に
な
っ
た
今
、

正
し
く
繋
が
り
を
断
つ
こ
と
が
幸
せ
へ
の
道
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
幸

せ
に
な
る
た
め
の
工
夫
も
昭
和
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
隔

世
の
感
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
す
ね
。
私
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
と
「
夜
何
度
も
目
を
覚
ま
し
て
し
ま
っ
て
…
い
っ
た
ん
目
が
覚
め
た
ら

悪
い
事
ば
か
り
考
え
て
、
な
か
な
か
寝
ら
れ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
と

の
お
付
き
合
い
が
多
い
で
す
。
ま
あ
確
か
に
夜
中
に
目
を
覚
ま
し
て
「
幸

せ
だ
な
ぁ
！ 

僕
は
君
と
い
る
時
が
一
番
幸
せ
な
ん
だ
！
」
と
『
君
と
い

つ
ま
で
も
』
を
歌
う
前
の
加
山
雄
三
さ
ん
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
人

と
は
未
だ
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
） 

ま
ぁ
そ
れ
は
大
袈
裟

と
し
て
も
、
実
際
は
今
の
日
本
っ
て
恵
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
？ 
そ
ん
な

中
で
も
つ
い
つ
い
不
平
不
満
を
感
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
「
ア
レ
も
無

い
…
」
「コ
レ
も
持
っ
て
い
な
い
…
」
な
ど
と
無
い
も
の
に
意
識
が
向
き
が

ち
で
す
が
、
「
今
日
あ
っ
た
感
謝
で
き
る
こ
と
、
幸
せ
を
感
じ
た
出
来
事
」

を
夜
寝
る
前
に
三
つ
思
い
返
し
て
ノ
ー
ト
で
も
ス
マ
ホ
で
も
書
き
留
め

る
こ
と
で
「
実
は
自
分
は
す
で
に
満
た
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
気
が
つ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
書
き
に
く
い
モ
ン
な
ん
で
す
よ
。
今
日
と
い

う
日
に
あ
っ
た
良
い
こ
と
な
ん
て
、
す
ぐ
に
は
思
い
出
せ
な
い
の
が
普
通

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
毎
晩
書
く
習
慣
に
す
る
と
ス
ラ
ス
ラ
と
書
け
る 

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
書
け
な
い
日
は
、
「
と

り
あ
え
ず
生
き
て
い
る
！
」

と
か
「
晩
御
飯
に
あ
り
つ
け

た
！
」
な
ど
で
も
良
い
ん
で

す
！ 

だ
っ
て
生
き
て
い
る
こ

と
も
、
晩
御
飯
に
あ
り
つ
け

た
こ
と
も
、
当
た
り
前
の
事

で
は
な
い
ん
で
す
か
ら
。
幸

せ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ

と
で
幸
せ
の
ド
ア
は
開
き
ま

す
。
幸
せ
は
家
族
や
友
人
が

運
ん
で
く
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
ど
ん
な

に
進
歩
し
よ
う
と
も
、
世
間

の
価
値
観
が
ど
ん
な
に
変
わ

っ
て
も
、
自
分
の
幸
せ
は
自

分
の
中
で
し
か
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
き
っ
と
自
分
を
救
っ
て
く

れ
る
の
は
自
分
し
か
な
い
の

で
し
ょ
う
。 

寝
る
前
の
幸
せ
の
感
謝
日

記
、
是
非
お
試
し
あ
れ
！ 

 

訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

伏見区大亀谷万帖敷町 123-36    

19 



 

  秋
に
旬
を
迎
え
る
食
べ
物
に
つ
い
て 

  

   

金
木
犀
が
香
り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
京
都
老
人
ホ
ー
ム 

給
食
事
業
部 

き
っ

ち
ん
「
さ
く
ら
」
で
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
、
園
村 

美
乃
と
申

し
ま
す
。 

藤
城
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
だ
秋
ら
し
く
な
い
暑
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
季
節
は
秋
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
秋
と
言
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
…
な

ど
連
想
す
る
言
葉
や
文
化
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
は
日
々

食
べ
物
に
囲
ま
れ
て
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

「
食
欲
の
秋
」
に
触
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
毎
年
秋
に
き
っ

ち
ん
「
さ
く
ら
」
の
職
員
が
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
文
面
で
は
「

食
欲
の
秋
」
に
触
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
職
業
柄
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
） 

秋
の
食
卓
を
彩
る
食
材
２
つ
の
栄
養
豆
知
識
を
２
つ
、
ご
紹

介 

い
た
し
ま
す
。 

『
か
ぼ
ち
ゃ
』 

十
月
三
十
一
日
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
が
近
づ
く
と
よ
く
見
か
け

る
か
ぼ
ち
ゃ
。
か
ぼ
ち
ゃ
は
夏
に
収
穫
さ
れ
た
後
、
追
熟
さ
れ
る

か
ぼ
ち
ゃ
が
旬
を
迎
え
て
い
ま
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
に
は
若
返
り
の
ビ

タ
ミ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
E
や
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に

変
わ
る
β-

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
す
。
こ
の
２
つ
の
栄
養
素
に
は

抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
肌
荒
れ
や
風
邪
予
防
の
効
能
が
期
待
で
き

ま
す
。
シ
ン
プ
ル
に
煮
物
で
い
た
だ
く
の
も
美
味
し
い
で
す
が
、
き

っ
ち
ん
さ
く
ら
で
は
蒸
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
と
た
ま
ね
ぎ
、
ハ
ム
等
を
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
で
味
付
け
す
る
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ
に
使
用
し
た
り
、
ケ

ー
キ
や
プ
リ
ン
等
の
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

『
し
い
た
け
』 

煮
て
も
焼
い
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
、
あ
と
１
品
欲
し
い
！

と
い
う
と
き
に
重
宝
す
る
き
の
こ
類
。
中
で
も
し
い
た
け
は
免
疫

力
を
高
め
る
β-

グ
ル
カ
ン
や
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
D

が
豊
富
で
す
。
調
理
前
に
１
～
２
時
間
ほ
ど
笠
の
部
分
を
上
に
し

て
天
日
干
し
す
る
だ
け
で
ビ
タ
ミ
ン
D
の
量
が
増
え
ま
す
。
小
鉢

や
汁
物
に
入
れ
る
も
よ
し
、
お
肉
と
一
緒
に
煮
た
り
炊
い
た
り
し

て
も
旨
味
の
相
乗
効
果
で
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

 

給
食
事
業
部
き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」 

チ
ー
フ 

園
村 

美
乃 
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秋
の
味
覚
は
美
味
し
い
だ
け
で
な
く
、
夏
の
疲
れ
を
癒
す
栄
養

も
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
旬
を
迎
え
る
食
材
は
他
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
美
味
し
く
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
て
、

心
地
よ
い
秋
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
参
加
し
、

地
域
の
皆
様
へ
も
お
食
事
を
お
届
け
で
き
る
機
会
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
美
味
し
い
お
食
事
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

かぼちゃとしいたけの一品 

しいたけ 
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欲
が
沸
き
、
人
の
世
話
も
多
く
な
り
、
動
き
甲
斐
が
十
分
に
あ
る

月
で
す
。
吉
方
位
は
東
南
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
外
見
は
良
運
に
見
え
る
が
、
内
実
は
煩
悶
が
多
く
、
親
し
い
人
と
争

い
を
生
じ
や
す
い
と
き
。
新
事
業
、
普
請
、
開
店
等
は
見
合
わ
す
方
が

よ
い
。
特
に
浪
費
を
慎
み
、
倹
約
を
心
掛
け
、
精
神
的
悩
み
に
負
け
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
変
化
の
月
で
現
状
維
持
を
心
掛
け
る
こ
と
。

吉
方
位
は
な
し
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
従
来
の
事
を
変
更
し
た
い
気
分
が
生
じ
る
が
、
軽
率
に
考
え
ず
熟
慮

し
て
か
ら
決
行
す
る
方
が
よ
い
。
こ
と
に
婦
人
問
題
、
印
鑑
、
証
文
に

関
係
し
た
事
件
な
ど
が
起
こ
り
が
ち
で
あ
る
。
普
請
、
移
転
、
旅
行
等
は

差
し
支
え
な
い
。
家
庭
内
外
の
難
事
件
が
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

吉
方
位
は
西
北
。 

 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば
ず
困
難
が
多
い
。
使
用
人
や
家
族
に
か
か

わ
る
心
配
事
が
あ
ろ
う
。
病
難
、
遺
失
物
、
盗
難
に
注
意
。
家
庭
を
大

切
に
、
色
情
事
に
は
注
意
を
す
る
こ
と
。
時
刻
で
言
え
ば
夜
の
11
時

か
ら
13
時
ま
で
の
夜
中
で
季
節
で
い
え
ば
冬
の
時
期
で
す
と
い
え
ば

お
分
か
り
で
し
ょ
う
。
現
状
維
持
で
運
気
が
変
わ
る
ま
で
辛
抱
の

月
で
す
。
吉
方
位
は
西
、
東
、
東
南
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

十
月
（
九
紫
火
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
月
八
日
（
寒
露
） 

か
ら
十
一
月
七
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
目
上
の
引
き
立
て
が
あ
る
が
、
争
い
が
生
じ
や
す
い
た
め
注
意
が
肝

要
で
あ
る
。
ま
た
け
が
な
ど
に
も
注
意
が
必
要
。
七
、
八
割
位
進
行
し

た
状
態
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
傾
向
の
月
な
の
で
、
最
初
か
ら
気
を
引
き
締

め
て
慎
重
な
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
東
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
金
談
、
縁
談
、
普
請
移
転
は
大
吉
。
ま
た
酒
色
の
散
財
が
あ
り
が

ち
。
新
規
開
始
の
事
は
早
急
に
着
手
す
る
方
が
吉
。
年
明
け
早
々
好

運
の
座
に
着
く
時
。
交
際
も
広
が
り
、
収
入
も
増
え
、
蓄
財
に
も
意 

令和 8 年 10 月九紫火星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
煩
悶
が
多
く
気
は
も
め
る
が
、
何
事
も
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い
と

き
。
土
地
家
屋
ま
た
は
年
上
の
女
性
に
関
す
る
心
配
が
あ
る
。
又
凶

方
を
犯
す
と
家
内
に
病
人
、
金
銭
の
損
失
な
ど
あ
り
が
ち
故
注
意
す

る
が
よ
い
、
そ
の
他
何
事
も
控
え
め
に
為
す
が
安
全
で
あ
る
。
大

事
な
こ
と
は
月
の
後
半
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
、

西
、
東
南
、
西
北
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が
出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
な
れ

ま
す
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
積
極
的
に
す
る

方
が
よ
い
。
こ
と
に
辰
巳(

東
南)

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到

来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
吉
方
位
は
東
南
、
西
北
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
自
由
奔
放
な
進
み
方
は
慎
み
、
流
言
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
信
の
あ
る

行
動
に
も
基
づ
い
て
一
直
線
に
進
む
事
が
大
切
で
す
。
普
請
、
造
作

な
ど
再
び
仕
直
す
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ま
た
病
難
に
注
意
。
結
婚
適
齢
期
の

男
女
は
結
婚
が
決
ま
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
、
東
。 

     

  

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
勢
は
滞
り
が
ち
で
、
気

迷
い
が
多
く
、
思
案
に
あ
ま

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う

な
時
期
に
は
何
事
も
控
え

め
に
し
て
好
機
到
来
を
待

つ
方
針
が
よ
い
。
出
費
を
控

え
る
よ
う
に
。
吉
方
位
は
東

南
。 
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実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
二
十
三
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
八
年
十
月
一
日
発
行 

  
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

   a
d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

印
刷
・
製
本 

 

有
志
の
皆
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
最
近
、
ど
う
も
メ
ダ
カ
へ
の
関
心
が
少
し
薄
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
餌
を
や
っ
た
り
、
水
位
を
加
減
し
た
り
、
水
草
の
状
態
を
見
た

り
は
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
ほ
ど
熱
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
に
花

や
野
菜
の
植
木
鉢
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
、
ど
う
し
て
も
そ
ち
ら

の
世
話
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
に
は
少
し
申
し
訳
な
い
気

も
し
ま
す
が
、
秋
が
深
ま
っ
て
植
木
鉢
の
世
話
が
一
段
落
し
た
ら
、
も

う
少
し
面
倒
を
見
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
元
気
で
い

て
く
れ
よ
、
と
声
を
か
け
な
が
ら
水
槽
を
覗
い
て
い
ま
す
。 

◎
藤
城
カ
フ
ェ
で
は
、
初
対
面
の
方
と
も
い
ろ
い
ろ
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
前
回
、
「
シ
ニ
ア
に
な
っ
た
ら
『
教
育
・
教
養
・
貯
金
』
が
大

切
で
す
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
何
の
こ
と
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
教
育
」
は
今
日
行
く
と
こ
ろ
を
つ
く
る
こ
と
、

「
教
養
」
は
今
日
の
用
事
を
つ
く
る
こ
と
、
「
貯
金
」
は
筋
肉
を
つ
く
る

こ
と
、
と
い
う
例
え
だ
そ
う
で
す
。
な
る
ほ
ど
、
う
ま
い
こ
と
を
言
う

も
の
で
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
て
い
る

と
、
こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識
が
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。
人
と

話
す
こ
と
で
、
新
し
い
こ
と
を
知
っ
た
り
、
考
え
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
ま
だ
覗
い
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

◎
先
日
、
糖
尿
病
の
薬
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
「
薬
は
ち
ゃ
ん
と
飲
ん
で
い
ま
す
か
？
」と
聞

か
れ
、
な
ぜ
か
す
ぐ
に
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
赤
十
字
病

院
で
年
２
回
受
け
て
い
る
血
液
検
査
の
結
果
明
細
を
コ
ピ
ー
し
て
持

っ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
前
回
の
受
診
時
A

1

c
の
数
値
を
聞
か
れ

た
と
き
、
「
横
ば
い
で
す
」
と
い
い
加
減
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
先
生
が
明
細
を
見
る
と
、
「
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
一
言
。
や
っ
ぱ

り
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
嘘
を
つ
い
た
よ
う
な
形
に
な
り
、
反

省
で
す
。
「
採
血
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
わ
れ
、
即
座
に
「
お
願
い
し
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
朝
食
に
つ
い
て
聞
か
れ
、
「芋
の
天
ぷ
ら

と
ド
ー
ナ
ツ
に
コ
ー
ヒ
ー
で
す
」
と
答
え
る
と
、
糖
尿
病
に
対
す
る
心

構
え
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
、
菓
子
パ
ン
も
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
、
そ
れ
で
は
薬
を
飲
ん
で
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
る
の
に
、
「火
に
油
を
注
い
で
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
」

実年会だよりのバックナンバーは、この QRコ
ードからご覧いただけます。ぜひ一度、これま
での歩みもお楽しみください。 

と
言
わ
れ
ま
し

た
。
穴
が
あ
っ

た

ら

入

り

た

い
。
次
回
の
採

血
で
は
、
「
前
よ

り
良
く
な
り
ま

し
た
ね
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。 
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